
第 15回 山県市子ども・子育て会議

日時 令和 3年 10月 28日（木）午後 3時 00分～4時 30分
場所 山県市保健福祉ふれあいセンター 3階ボランティア室
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1．開会

２．委嘱状（任命書）の交付

３．議事

事務局 定刻となりましたので、これより第１５回山県市子ども・子育て会議を

開催させていただきます。

事務局 異動により３人の方が新しくご就任いただきました。委員の皆様に委嘱

状交付するのが本来ですが、時間の都合上、誠に申し訳ございませんが、机

の上に置かせていただきましたのでよろしくお願いいたします。

続きまして、委員の方の交代もありましたので、委員の皆様と事務局の

自己紹介をお願いしたいと思います。

それでは、三輪会長から順次自己紹介をお願いします。(順次自己紹介を
行ってもらう)

議長 子ども・子育て支援事業計画の実績一覧表及び施策展開における進捗状

況･評価について事務局の方から説明をお願いします。

事務局 ～資料１・資料２について説明～

議長 ありがとうございました。

たくさんいろんな事業の状況があるようですが細かいのでしっかり見

ていただかないと分からないところもありますが、今のご報告に対して何

か聞きたいこと、あるいはご意見等がありましたらいかがでしょうか。

委員 ファミリー・サポート・センター事業について、今説明していただきま

したように、コロナ禍にあって休館もありまして、利用人数は減っており

ます。

ファミリー・サポート・センターで大きな課題として、提供会員が足り

ないことが続いており、コロナ禍にあってさらに拍車がかかって、大変苦

労しているところであります。

ファミリー・サポート・センター事業の内容を見ていきますと、そのほ

とんどが児童館での預かりです。何件か送迎はありますが、なかなか提供

会員さんがいないなかでマッチングする苦労があります。

提案ですが、同じ託児をやる事業として児童館で「一時預かり事業」が

できると、ファミリー・サポート・センターのその部分が補えるのかなと

考えています。また、利用者さんにとっても児童館での「一時預かり事業」

となれば、急な預かりができるようになったり、利用料の面で安くなるこ

ともあると考えています。

保育園が民営化になって、また後で説明があるのかなと思いますが、「一



時預かり事業」も継続してやられることになるのかなと思います。今の山

県市で 0歳児の託児がありません。受け皿がないので、対象年齢の引き下
げということも視野に入れながら「一時預かりの事業」の拡充というとこ

ろも検討していただきたいなと思います。

議長 ありがとうございました。「一時預かりの事業」の拡充というか広げてい

くというような何か方向性とか何かありましたら。

事務局 保育園の方で「一時預かり」をしております。その中で一時預かりを断

られたと言うことはこちらの耳には入ってきておりませんが潜在的にあ

るかもしれません。選択肢が増え良いことと思いますが、子育て支援のこ

とになりますので、幼稚園とか、今度民営化になります認定こども園、認

可保育園も「一時預かり事業」を実施されるので、山県市全体の調整が必

要かなと思っております。今後の課題としてお願いしたいと思います。

議長 園では園長先生いかがですか。

委員 「一時預かり事業」を実行しておりますが、園としても職員の有休の日

にちとか、保護者の方の要望に人数の確保が出来ないところで、保護者さ

んの思いを聞きながらこの日ならいいですよという融通が聞く場合はそ

の日にちを提供している。断ることはないですが、その園の兼ね合いがう

まくいけばですし、よほど、よその園に聞いてみますということで、山県

市としての受け皿というところでは確保できていると思います。

お母さんのリフレッシュの場でもありますので、保護者の方との相談

の上で実行はしております。

議長 ありがとうございました。

委員 実際ファミリー・サポート・センターのほうでお預かりをされる中には

希望通り預けられなかったといわれる方もいらっしゃる。児童館で預かる

ことの良さというのは一つは普段遊びに来慣れた場所で預かるというとこ

ろもメリットかなと思いますので。利用者の方の選択肢が増えるという意

味でもいいのかなと考えています。

議長 状況として検討していただけたら、いいのかなと思います。

去年はコロナで人数としては減ってきているんですが、どういう形にな

るか、今後増えてくるか元に戻ればまた、増えてきますよね。預ける方が

増えてきますが、なんとかならないかなと思います。預かってほしい方は

たくさんいらっしゃいますが、受ける方がなかなか少なくて預かれないと

いう毎年出てくる問題ですがなかなか解決しづらいところです。

委員 今やってくださっている提供会員の方も高齢化ということもあります

し、いつも同じ方に頼むしかないような状態です。総合援助という仕組み

ですので、お互い様の関係で、ボランティアという形の 1時間 700円でや
っていただいていますので、なかなか若い方にやっていただけない現状も

あります。その辺も提供会員さんに市の方から補助が出て上乗せが出来た



りとかあれば、もしかしたら増えるのかなと思います。

議長 700円というお金が今の最低賃金が上がってきて、学生のアルバイトで
も時間給がいい状況にありますので。他の市町村一律 700円ですか？

委員 基本的には 700円です。
議長 ずっと前から 700円ですよね。
委員 市によっては市が補助して利用者の負担を半分にしたり、提供会員に上

乗せしたりしています。

委員 表向き 700円ですが、850円で足りない分を市が。山県市はそれがずっ
と 700円。私も、ずっと昔子育てやっているときとかわらないなと思いま
した。

委員 総合援助という助け合いというところがあるのかなと思いますが。

議長 ある意味ボランティアですから

委員 でもやはりお子さんをお預かりするということは命を預かるということ

でもあるので、そこはという気はします。

議長 私もちょっとなんとかならないかなという気はします。

市の方でそのあたり検討していただけると補助を出していただけるとか

すると、助かるのかなという気はします。

事務局 検討します。

議長 ありがとうございました。

他にはいかがでしょうか。

全体的に、コロナで中止になってしまったり、お子さんも家からでれな

いという状況もかなり今回は多いですけれども。

委員 放課後児童クラブのことについて、お聞きしたいんですけど、評価内容

の課題のところに「定員を超える希望者に対しての対応や支援員不足も継

続的な課題です。」ファミー・サポート・センターと同じ人手不足で大変な

のかなと思います。これに対する対応策についてありますか。

事務局 放課後児童クラブについては、高富・富岡の人数は多いと言うことはこ

ちらも把握しており、今検討している状況で重々理解しております。

コロナで密になったりとかそのあたりも課題として、今、学校教育課と

話しながら検討しているところですので、また、決まりましたらお知らせ

します。

議長 是非検討していただきたい。

コロナが無くなることはないので、人数を多く入れて密になってしまう

のはいけないのかなという気はします。広げて多くの方達が来ていただけ

るようになると正直人がたくさん支援員が必要になってくると思います。



委員 現在、児童館の方では、放課後児童クラブがあるのですが、2階の部屋
をクラブにお貸ししている形になってます。どうしても密になるというこ

とで、人数の都合上お貸ししています。私たちが何か行事をやりたいとき

は、先生方が毎回机を片付けてということをしてくださっているので、支

援員の方も大変だろうなと思います。その辺で子ども達も密にならないよ

うにということはあるんだろうなと思いますし、改善していただければい

いなと思います。

もう一つ児童館としてランドセル来館の受入ということも検討しており

ます。まだ、課題もありますので実施には至っておりません。

議長 ランドセル来館というのは、学校から直に児童館に行くということです

か。

委員 そうです。学校から直接児童館に来て、児童館が閉まる 5時までにはお
迎えがあったり、帰って行けるという。そういう受入というのも考えてい

こうかなと思っているんですけど。

議長 今はそれが無いんですか。

委員 今はないです。クラブとランドセル来館がうまくやっていけば、クラブ

の人数もランドセル来館に移り調整したりしてうまく出来ないかなと思い

ます。それも含めて検討していただけるといいかなと思います。

議長 是非よろしくお願いします。

他に委員の方ないでしょうか。

今のことでも他のことでも結構です。聞いておきたいことや困っている

からこうしてほしいとかありましたらどうですか。

委員 ランドセル来館は料金かかりますか。

委員 その辺をどうするかは、クラブの兼ね合いとか相談して決めなければい

けないと思います。

委員 美山に住んでいます。息子が今小学校 6年生ですが、放課後児童クラブ
にしばらくの間お世話になっていたんですが、高富・富岡に比べたら人数

が少ないですが、1年生から 4年生まで入れて年々利用者が増えていくな
と感じていたので、そういう多いところと同じようなのがないのかなと思

います。

議長 働く女性が増えてきている中、最初のところにあったように子ども達が

家に帰っても誰もいない状況の中で、どこで過ごすかというとは、やっぱ

りそういうところで友達なり、大人がいるところで過ごすことはすごく大

事なことだと思います。子どもの人数によるのかもしれないけど、減るこ

とは無く、そういう子達が増えてくるのかなという気がしますので、その

辺の対応は必要かなと思います。



委員 主任児童委員という立場ですが、子育て支援と教育に関わってくるのか

と思いますが、今全般的に伺っていますと小さいお子様対象ですが、ざっ

と見させていただいて、支援事業の中で、思春期の中学生、高校生くらい

まではやはり子ども扱いということで、今の現状でいきますと、山県市も

小学校の後半くらいから不登校になりがちになっています。小学校までは

良かったんですが、高富地区なら、小学校がいくつか集まって１つの中学

校になって 4クラス 5クラスの中に入ってということで、小さい学校の子
に限って、特にカルチャーショックではないですが、中学校になって初め

て不登校が始まるとか、そういう現状が意外と多いということも考えて、

今の小学生さんまでは学童保育があるんですけど、私は、スポーツクラブ

の方も携っているのですが、昨日もいじめがあったばかりなんですが、子

どもが少なくなって、部活動も出来なくなって、山県市としての部活にな

りつつあるんですね。これから 10年先を見据えたとき、今、高富中学校に
行きますと 4クラス 5クラスが当たり前だったところが、10年後には市全
体で 150人の子どもになった時に、全体で 30人クラスが 5クラス、山県
市に中学校 1カ所でいいんじゃないのとなったときに、不登校の子達の割
合は多くなっていく現状が目に見えてくる。部活動も週に 2回とか、中学
生の居場所作りとかが少なくなっている。もちろん大きい子なので家で留

守番していればいいわ。今までの感覚であったらそうなんですけど、結局

部活動も無くって、塾も無くって、家で一人で何してるのというと、お母

さんがいないところでゲームしてるか、勉強しているか、勉強を進んです

る子はそういないと思うので、それはやがて行き場が無くて、外に出歩い

て遊んでいたりとか、ゲームセンターに募って居たりとか、反社的な不良

チームや暴走族ではないんですけど、逆におとなしい扱いやすい子になっ

てる分そういう精神面でもいっぱいになるという現状が社会の中にある。

学校の先生達は、そういうことに直面しているんですけど、そういう子達

をどこで救ってあげたらいいの、見ていたらいいのというところで、すご

く自問自答してて、教育関係だと思うんですが、私と一緒にやっていらっ

しゃる主任児童委員の●●さんが長年不登校達が通っているコスモスが教

育センターにありますけど、そちらの場所的なことも、私はそういう子達

がちょっと行ってみようというと思ったときに、美山まで行かなくてはい

けないことが、どれだけ不自由で子どもにとっても、送り迎えするお母さ

んにとっても難しい。じゃ自分で行きなさいというとバスを乗り継いでい

くことになる。そんな不自由なところにあっても使いたいときにいざ動け

ないんじゃないかなという感覚がある。やっぱり一番使いやすい市役所の

近くであるとか、いつ行っても誰かが居て相談に乗ってくれるとか。

自分個人的にはスポーツクラブの中にいつでもいらっしゃい小中学生。

相談にのるよ、遊んでいていいよというようなスペースというか部屋を作



ってあげるといいと思っているくらいなんです。そういうホローする場を

作っていただけるといいんじゃないかなと思っています。

最初にコスモスさんの場所を移動するとか、手っ取り早く今ある物をど

うにかするという意味では、山県高校のそばにありますので高校生でもヘ

ルプしている子が居ると思いますので、大人になったから大きくなったか

らいいという大丈夫というのではなくて、今、市の方でゲートキーパーに

力を入れていらっしゃいますが、やはりそこら辺が思春期の子達がこれか

ら山県市を担う子達なのでほんとに大切に考えていかなければならないん

じゃないかなって感じてます。

議長 小学生くらいまでのお子さんはという話が多かったと思いますが、中学

生になりますと、まあ中学生なんだからという感じもしますが、そうでは

ないということがいっぱいあるかなと私も思います。児童クラブは小学生

までですよね。

事務局 6年生までです。
議長 中学生は来れないですよね。

委員 児童館ということで学童までです。

委員 児童館自体は 18歳までで高校生までです。
議長 もう少し枠を広げて

委員 居場所としては行ってもいいんですけどね。

じゃ中学生、高校生がやすやすそういうところに行くかというと行かない

よねという話になると。悩み相談の壁が厚いのか敷居が高いところでは無

くって、なんとなくふらっときて、いつも来てくれる人に「あのさー」っ

て世間話みたいにでもその子達の心に寄り添えるような場所があるといい

なと思います。

議長 社会の中にある町の駄菓子屋さんにおじいちゃんかおばあちゃんが居て

最も簡単に本当に話が出来る場所みたいな所あるといいですね。

委員 本来なら家庭でお母さんが解決してあげられたら、昔のイメージだと話

を聞いてくれる人が居るというところが、本来であってほしいなと思うん

ですけど、やはりそういうわけにはいかない社会です。そこを誰が助けて

あげるか、そういう所が何かあればいいなと思います。

委員 児童館にしても、中学生はたまに来ます。たまにでいいので顔を出せる

ような環境というのを作っていきたいなと思いました。長期休暇は、自習

室ということで部屋を設けたりして勉強しに来てもいいよという形はとっ

ています。なかなか足を運んでくれる子達も少ないです。中高校生にも居

場所になるようなところになるといいなと思っています。

議長 小学校までは来ていたけど中学生になるとパタッとこなくなる。という

感じですか。



委員 そうですね。高学年になってくると、下校時間も遅くなり土曜日になる

と習い事だったり、スポーツ教室だったり、子ども達も忙しいので、だん

だん忙しくなって、足が遠のいていくというところがあるかなと思います。

それでもやっぱり、たまに顔を出してくれるとうれしいなと思います。

議長 小学生の頃から、「ずっときていいんだよ」ということを言い続けて、い

つでもこられるようなところになるといいのかなと思います。小学生しか

行っちゃだめなんだよ。という固定概念があると行くのが恥ずかしかった

りするので。

委員 子ども達の中にもそういうのはあるみたいです。

議長 取っ払えるといいですね。

委員 学校としまして、先ほど少し話に上がっていたのですが、すこやか相談

とか、ピッコロとかそういったところで就学に関してとか、発達でお悩み

の保護者さんに、大変手厚い相談を実施されているということで、私は今、

小学校で勤務しているんですが、保護者の方とお話をすると、ピッコロと

かそういうところでいい助言を受けられて、発達に不安があっても安心し

て子ども達を送っていただいたり、何かあったときには「ピッコロで相談

してきました」というような安心出来る支援が手厚いなと思い、学校とし

てはそのように思っています。小学校に入りまして、本当にそういった連

携がとれていることは、ありがたいなと思います。

●●委員からのお話、中学校を勤務しているときにはやっぱり不登校の

生徒、病気もそうですけど、いくら中学生でも病気の子を置いていくのは

親としては忍びないし、ましてや心に不安を抱えている子を置いていくの

はさらに心配で働けないというようなお声を聞くことは実際ありました。

やはり PR活動、今、私も児童館って 18歳まで良かったんだと改めて知り
ました。やはり相談活動もそうですけど、相談窓口があるよという PRを
していただけること、小さなお子さんの保護者さんのようには増えないか

もしれませんが、助かる生徒さんや保護者さんがいらっしゃるのではない

かなと思ってお話を聞かせていただきました。

議長 ありがとうございました。

委員 学校の校長先生の代表ですので、校長会の方でお話しいただけたら、市

の方の子育て支援課でもいいんだと思うんですけど、そういうところに行

くのは敷居が高いということですと、地元にある児童館へ行ってもいいよ

と周知していただけるといいかなと思います。

議長 知らないので行けない子もかなりいらっしゃるんじゃないかな。知って

いただいて、窓口を広げて受け入れていただけるといいと思います。

委員 児童館のお便りに書いてもらってもいいですよ。



委員 今、子ども食堂というのが山県市に出来ているので、子ども食堂も有効

活用すれば受け皿になるのではないかと思います。その辺は。

事務局 なると思います。

議長 子ども食堂については、また後で報告ありますか。

事務局 この後報告させていただきます。

議長 子ども食堂については、またあとで報告の時にお願いします。

他の施策進捗状況について、何かご意見ございませんか。

それでは、議題２、「第２期山県市子ども・子育て支援事業計画の中間年

の見直しについて」、事務局より説明をお願いします。

事務局 第２期山県市子ども・子育て支援事業計画の中間年の見直しについて説

明

議長 事業計画の見直しと言うことで、令和 5年度から民間の保育所等が設置
されまして形式が変わっていくということで人数が変更になっておりま

す。それから今年度から小規模保育事業と言うことで加わっておりますの

で 0歳児が増えているということになります。この見直し案についていか
がでしょうか。

何かご不明な点とか、分かりにくいことかあればお願いします。

特にございませんでしょうか。

ありがとうございました。

それでは議事に関して終わりまして、その他について事務局の方から何か

ありますか。

事務局 次第のその他になりますが、子育て支援事業等に関する報告事項につい

て説明。

議長 今の報告について 1番から 4番までご説明いただきましたが、何かお聞
きになりたいことあるいは、保育園のことなどありましたら、いかがでし

ょうか。

委員 子ども食堂の利用状況はどうなってますか。

事務局 利用状況の方ですが、8月オープンしまして、週 1回お店の定休日の木
曜日の 16時から始めております。当初はお申し込みが１組の家庭から始
まりましたが、9月からコロナの関係でお店が休業になりました。「子ども
食堂」については開催していただいて、今 10月に入りまして、子ども達は
10人くらいの利用があると聞いております。計画では 15人までになって
おりますので、まだまだ余裕はありますのでご活用いただきたいと思いま

す。小学生のお子さんは、200円、中学生は 350円、高校生は 500円で設
定させていただいております。

子ども食堂って課題がありまして、「子ども食堂」が貧困、貧しい子が行



く場所というのが全国的にも認知されています。

山県市は「子ども食堂」を開催するのは、実は他の市町村より遅いです。

いろんな課題を聞いておりまして、「子ども食堂」行くのは貧しい子だよと

かいうような偏見を持たれるのは、すごく立ち上げに対して、そういった

ことはあってはならないことというところで、貴州の方も高富地域に生活

しておられて、孤食の方が多いということから、決して貧しい子ではなく

1人で食事をとっていることがとても寂しいつらいことなので、地域に寄
り添えたらという思いから「子ども食堂」をオープンしていただきました

ので、そういった思いをつなげていきたいと思っています。

結構、今は地域の方からも食材の方をご提供いただきまして、「子ども食

堂」が地域の拠点ということで、子どもの居場所作りから発展して、本当

は食事を食べて学習支援に持っていきたい事務局の思いがあるんですがコ

ロナ禍で、あまり長居をしていただくのもということで、今は食事だけと

いうところなんですけど、いずれは食事をして学習支援までいっていただ

けるような「子ども食堂」に発展していきたい。また、高富地域のみなら

ず伊自良地域、美山地域でも開催できるような形で、山県市としては支援

をしていきたいと思っておりますので、こちらは、やっていただけるボラ

ンティアの方とか支援していただける方というのも大事になってくるの

で、そちらの方も PRしていきたいと思っておりますし、食材の方でも 5
年間の補助となっておりますので、いずれは自立していっていただくとい

うことで、ぜひとも地域で子ども食堂を温かい目でみていただけるような

環境を作っていただけたらと思っておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

議長 広報には掲載されていますが、学校での PRはされましたか。
事務局 高富地域でのオープンでしたので、高富小学校には御協力いただきまし

てチラシの方を配布させていただきました。

議長 幼児が一人で来るというわけには行きませんよね。

事務局 そうですね。

アレルギーの問題もありますので、ご利用される場合は、店主の方へ登

録制の形をとっておりますので、そういったところでは申込みいただいて

ということになります。

議長 まだ、知られてない部分があるのではないかという気がしますので、是

非多くの方に利用していただけるといいなと思います。「子ども食堂」とい

うイメージがありますので、「子どもの食堂」とかどうかな。別の名前がい

いかもしれないと思います。

委員 学校運営協議会もありますし、いろんな自治会長さんだとか、いろんな

方々が集まっていらっしゃるので、そういう所でも周知していただいて協



力を得て、高富地域は協力体制が強いので、他の地域へも拡散していくと

良いと思います。どこか１つ成功する形を作って、伊自良地域や美山地域

もそういう所が開催できるといいと思います。

議長 ＰＴＡの方から何かありますか。

委員 今日初めて参加させていただいて、こんなことになっているんやという

感想しかないですが、「子ども食堂」とか良いことだと思うので高富を基点

として伊自良地域や美山地域に広がったらいいのかなと思いました。

議長 是非ＰＴＡの方からも広げていただけるといいのかなと思います。

他どうでしょうか。

委員 2つあって、青少年の子達が話せる場所ということで、テレビの受け売
りで申し訳ないんですけど、相談相手が大人で、しかも役場の人かもしれ

ない。という時点で聞きたくない、青少年になってくると、小学校高学年

くらいになると相談出来ないとかあるので、ICT化のところで、うちの子
もタブレットを持って帰ってきたりするようになったんですけど、ネット

を使ってツイッターとか LINEであれば、匿名であれば素直に相談出来る
という子が多いといっていたので、必ず大人が面と向かって相談にのった

ら解決できるというのでは無いと思うので、匿名であってもちゃんとした

回答が得られるのであれば、その子も悩みとか解決出来る可能性があるな

と考えたときに、大学生とか若い子の方が相談に乗れたりすることがある

のかなと考えたときに、岐阜女子大学生さんとか大学生のボラティアの方

なら中学生の子らの悩みにお兄さん、お姉さんという感じで乗ってあげれ

ば、匿名でもいいからやりとりできれば、ネット上だと危険とかあるかも

しれないけど検討していただけたらいいのかなと思います。この住所のこ

の子が悩んでいることを、みんなが知る必要も無いし、心の中の悩み事が

なくなればいいという目的と考えたときに、そういった方法とかも検討し

ていただけたらいいのかなと思いました。

もう一つが山県市が子育ての町ということで保育料とか先駆けてやって

いただけていましたが、今現状、全国的に保育料も無料になりましたし、

今この時点で山県市が子育てに優しい町ですよという特徴がないのかなと

感じていて、これから少子化していくことを考えると、子育てに関してこ

れをやっていますという一個特色があると、岐阜市のベットタウンになっ

て、人がやってくるのかな。何か一個、全国的にはやってないけど山県市

はこんなことを取り組んでいますみたいな。自分の中にいいアイデアが浮

かんでこないので申し訳ないんですけどあったらいいのかなと思いまし

た。

議長 ありがとうございました。情報機器を使っての若い人たちは、本当にス

マホを使えば何でも情報が得られる。良い面、悪い面いろいろなことがあ

りますが、その辺の方向性はありますか。



今、全国でいろんな形で、そういう取組をしようということはやってい

らっしゃるところが多いと思います。

委員 学校教育課長ですが、タブレットが急に入りうまく活用が出来ているか

というと、山県市ではこれから検証していくんですが、今おっしゃられた

相談ということは、悪いことだとでは無いと思いますが、それをすること

でどれだけ安全性を確保するか、回答する人に覚悟がいる。ということで

機器があるから出来るということではなく、それに携わる人間が誰でもい

いわけではなく、仮に大学生を雇ったとしたら、悩みに対してネット上で

正確に答えてあげられることが出来るかどうか、面と向かって顔を見て話

すとは訳が違うので、そのもんもんの裏に潜むいろんなものがあるので、

素人という言い方が良いのか、悪いのか分かりませんが、一番話しやすい

方の年齢が近ければ、絶対話しやすいのは間違いない。その子と顔を合わ

せていない分、若いという意味が無くなってくるのでは無いかというのも

あるし、本当にその子が悩みを打ち明けて、ネット上でやった場合、正確

にその子の悩みを解決してやることが出来るのか。解決できなくても良い

が、悪い方向に持っていかないか、悪い解釈をしないだろうかというネッ

ト上の問題ってそういうのがあると思うんです。ですから、県の方で中高

生を対象に県教委が、期間限定でネット相談というのを去年から 8月か 10
月からやっていて、その結果がどうであったか知って、こういう方策があ

るよという確固たる良い面があり、こういう方法があるよという骨組みが

出来た段階でないと市としてなかなか取り組み辛いだろうなというのが実

際問題のところです。ですから、本当にコドモンが入って若いお母さんな

ので、スマホを使ってのやりとりなんか慣れている親さんが多いので、ネ

ットを活用していかなければならないと思います。悩み相談がネットで出

来るかというのは、ちょっとハードルが高いかなというのが実際問題かな

と思います。何が一番いいのかというと、不登校の子が増えているのは現

実問題で、不登校の子をなくすためにどうしたらよいのか特効薬は一切無

くて、そうすると誰が相談に乗ってくれるか、となったときに、親が第１

なんですが、今までであったら学校の先生なんですよね。教師との相談が

一つのホローであったんですが、そこら辺でも大きな不祥事があったから

かもしれませんが、いろんな制約ができて簡単に言うと、子どもと担任が

LINEで繋がるのはだめなんだよという規制になっています。
なぜかというと、そういうことで問題が起きているから、そういう怖い面

もあるから、学校の先生と子どもが本当に腹を割って話すのが正しいかど

うか分かりませんが、そういう時間を設けてあげるということが大事かな

と思います。先ほど部活動の件もありましたが、私も中学校の経験が長い

ですが、本当に平日全部部活動をやって、土日も部活動やってきました。

部活やるために学校行ってるんかという時代もあったんですが、先生達も



部活というものを地域に返すとなっていますので、その中で出来た時間を

いかに子どもと先生が対話できるかというところ確保することがもう何年

も前から言われていることですが、今やらなければいけないことかなと思

います。ただ私はネットを批判していませんので、本当に簡単に今できる

ので、それがうまく相談し、的確に回答する資格があるのか経験なのか分

かりませんがそういった面で構築できれば、人が居てシステムがうまく出

来れば有効かなと思います。

議長 ありがとうございます。

情報に関しての、メリット、デメリットは絶対つきまとうところではあ

りますが、使わないわけにはいかなくなってきている状況はあるので、そ

こをどのようにうまく、それこそ対面とうまく関わりながらやってくこと

が必要かなと思います。そしたらどうしたらいいのかというと、ぱっと何

が出来るかというと難しい気がします。

子育てに関する山県市の特徴ですが、保育料無料化と言うことで一律全

国そうなってきたので、山県市は前からやっていたんですけど、覆い被せ

られてしまって見えなくなってきているかなというところですが。

事務局 発達障害があるような子はピッコロとか他の療育センターへ行くとかあ

りますが、ハードルが高くていけないとか支援に繋がらない子っていると

思います。そういったところをなんとか支援できないかということで、去

年からピッコロ職員に保育園に出向いていていただいて保育士のそういっ

たお子さんへの声のかけ方や接し方を指導したりとか、お子さんの支援を

どのようにしていくかということを保健師とともにやっていくということ

をやりだし、令和 3年度から本格的に実施しています。

議長 保育園を訪問してそういった子を発見していくということですね。

事務局 支援に繋がっていない子をどうホローしていくかというところをやり始

めたところです。

他の市町村からも山県市立保育園は加配がついていたりして、手厚いと

いうことは聞いているんですが、それだけでなく支援に繋がっていない子

をどうホローし、一緒に成長していくかというところを、保育士の指導、

お子さんの支援を目指していきたいと思っています。

議長 ご存じない方達も多いと思います。

お金に関して無料というとぱっと分かるんですがあまり身近でない部分

はあまり意識しないかもしれませんけど、やはり地道にやっていくことが

大切でここで子育てして良かったなと思えるような状況があれば口コミで

広がっていくことがあるかもしれませんし、地道な努力が必要かもしれま

せんね。



事務局 あとは保育園の給食費が無料というところです。

議長 本当は、給食費無料ではないんです。今まで給食費を払ってなかった人

も給食費を払わなくてはいけなくなって、お金が発生してきて困ったとい

う所もあります。

山県市として強調しないといけないところですね。

委員 個人的で申し訳ない。保育所は給食費ただ、子育て日本一であれば、市

長には要望を出しておりますが、幼稚園児も給食費を無料にしていただき

たい。

議長 私もそうしていただきたいと思います。

事務局 幼稚園に関してですが、未移行幼稚園は資料２のＰ６(12)実費徴収に係
る補足給付を行う事業で記載しておりますが、年収 360万円未満世帯の子
どもまたは、所得階層にかかわらず、第 3子以降の子どもさん（小学校 3
年生まで）に関しては、市の方の子育て支援事業として副食費に関して行

ってはおります。

委員 副食だけでなく全てということでお願いします。

議長 他にはいかがでしょうか

委員 子ども食堂をやる中で就学支援につなげていくそういった方向性はとて

もいいことだなと思いました。

広がっていってそれぞれの地域で行えば、山県市が発展するとても良い取

組だなと思いました。

議長 地域に広がっていくといいと思います。

他にはどうでしょうか。よろしいですか。

山県市の子育ても小規模保育ができたり民営化したりということで、今

まで市一律で一本化していた部分が、いろいろと選択できるような方向に

変わってきて保護者の方々にも自分に合った施設を選んでいただけるよう

なってきたと思います。

せっかくの機会ですので、初めてご出席いただいた方にもこんな形でい

ろいろと意見を言っていただく場にして、なかなか実現可能なものばかり

ではなく、大きな課題もたくさんあるんですけど、やはり議題として載せ

て、議論していくことによって方向性も見えてくるしこういうことをして

いかなくてはいけないということが分かってくると思いますので、今日皆

さんに貴重なご意見を出していただきましてありがとうございました。

議題等はこれで終わらせていただきまして、事務局の方にお返しします。

事務局 ありがとうございました。



閉会


